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日本経済論Ｂ試験 
2004年 2月 3日実施 

問題１（各５点×３=15 点） 

（１） 経常収支について説明せよ 
（２） 道路公団は、なぜ改革が必要だと言われているのか。 
（３） 1ドル＝200円から 1ドル=100円になった場合、円高というのはなぜか？説明せよ。 
 
問題２（5点） 

 ジニ係数とは、所得の不平等度を測る指標である。どのようにして計算するのかを、縦

軸に所得の低い順から並べた所得金額百分率、横軸に同世帯累積百分率をとって図を描き、

説明せよ。 
 
問題３（10 点） 

 戦後日本の輸出入構造の変化について、グラフを参考にして説明せよ。輸出入別に、具

体的な産業名や地域名を盛り込んでかくこと。 
 
問題４（2点×20＝40 点） 

（１）アメリカ企業で日本に社長に相当する地位は何と呼ばれているか（略称可）。 
（２）小選挙区制のみの選挙では、その選挙区から何人の当選者が出るか。 
（３）私鉄の「パスネット」は磁気カード、ＩＣカードのどちらか。 
（４）特許権、著作権、商標権などを総称して何と呼ぶか。 
（５）企業と取引する銀行のなかで、中心的な役割をする銀行を何と呼ぶか。 
（６）現在介護保険の保険料は何歳から支払っているか。 
（７）日本の海運業大手 3社のうちいずれか一つを挙げよ。 
（８）新興株式市場を一つ挙げよ。 
（９）日本車の生産は現在国内と海外でどちらが多いか。 
（10）ソニーが最初に海外で売り出したものは何か。 
（11）現在韓国やベトナムで流行っている鳥の病気は何か 
（12）昨年 11月の総選挙で議席を大きく伸ばした野党はどこか。 
（13）日本の旅行収支は、赤字、黒字のどちらか。 
（14）源泉徴収された税金と年間の所得を調整するために行うのは何か。 
（15）地方分権の推進をするため政府が行っている改革は、何と呼ばれるか。 
（16）1995年の３大都市圏の全人口に占める比率はおよそどのくらいか。30％、40％、50％
のうちから選べ。 
（17）女性の労働力率を年齢順にグラフにすると、アルファベットのどの文字に似ている
か。 
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（18）モノの値段で測った、通貨の比率を何と呼ぶか。 
（19）女性が一生のうちに産む子供の数を何と呼ぶか。 
（20）継続的に物価が下落することを何と呼ぶか。 
 

問題５ 

 添付資料を参考にして、年金に関する次の問いに答えよ。（2点×10=20点） 
（１）現在、20歳になると国民年金保険料を毎月いくら納めなければならないか。 
（２）自営業の場合、国民年金は現在毎月いくらもらえるか。 
（３）サラリーマンとして働き、平均月収の手取りが 30万円のとき、現状では年金はいく
らもらえるか。 
（４）国民年金、厚生年金は 2030年以降、何歳から支給されるか。 
（５）公務員は何という年金制度に加入しているか。 
（６）専業主婦本人（第 3号被保険者）は、年金保険料をいくら払っているのか。 
（７）厚生年金の保険料は、報酬額（給料）の 13.58％である。このうち、企業が払ってい
る割合はいくらか。 
（８）民間サラリーマンには公的制度を補完する年金制度があるが、何と呼ばれるか。 
（９）厚生年金の加入者は 2002年 3月現在で何人か。 
（10）公的年金の受給者の年金総額は、2001年度でいくらになるか。 
 
問題６ 

 この授業の感想を良かった点、改善を要する点について書いてください。（10点） 


